
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

レポート 40% 授業内容の理解度を確認するために実施する

平常点 20%

その他 40%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） インターンシップ３

科目基礎情報

建築学科 前期

4年次 選択 150時間

5単位 実習

教材はインターンシップ先による

担当教員情報

小林猛 実務経験の有無・職種 有・建築設計

学習目的

　キャリアデザイン系の科目で学んだ社会人・組織人としての行動やマナーの基礎をもとに、実践的に社会人としてのマナーや基礎知識、新しい技術の進

展に対応できる柔軟な思考と創造性について学ぶ。仕事そのものだけでなく、受け入れ先企業の組織風土や人間関係も含めて総合的に「仕事」について

体感することを目的とする。

到達目標

　キャリアデザイン系の科目で学んだ社会人・組織人としての行動やマナーの基礎をもとに、実践的に社会人としてのマナーや基礎知識、新しい技術の進

展に対応できる柔軟な思考と創造性の習得を目指す。インターンシップで企業・社会の仕組みを実体験することで、職業選択の際に役立てることが出来る

ようになることを目標とする。

社会人としてのマナーや基礎知識、柔軟な思考と創造性を身に付け、職業選択に生かせるようになる。

教育方法等

　インターンシップを実施する企業で、就業体験をする。事前に届け出が必要。インターンシップ終了後に参加レポートを提出する。授業と

しての要件を満たすためにはインターンシップ先で10日以上の実習を行うことが必要である。インターンシップ参加が決定した学生には、事

前ガイダンスを行う。この授業は実務経験の豊富な企業の指導者の下で社会人としての業務経験を得ることができる実践的科目である。

　必ず窓口担当教員に申し出る事。事後、もしくはすでにインターンシップ開始後に申し出た場合、単位認定はできない。参加者は必ずイン

ターンシップ保険に加入のこと（５００円／年度）。

評

価

方

法

備　　考

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

インターンシップ先担当者からの「評価報告書」

授業計画（１回～３０回）

授業内容 各回の到達目標

ガイダンス　・　企業選定 企業選定をし、事前課題に取り組む

実習の注意点 インターンシップ契約書を企業と取り交わし、注意点などをまとめる。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。



回

１６回

１７回

１８回

１９回

２０回

２１回

２２回

２３回

２４回

２５回

２６回

２７回

２８回

２９回

３０回

授業計画（１６回～３０回）

授業内容 各回の到達目標

中間報告会 中間報告会にて取組内容を確認しあう。（グループごと）

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

最終報告会 各自の取り組み成果について発表を行い、達成度を確認する。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。

インターンシップ先にて実習 インターン実習先指導教官が定めたプログラム（テーマ）を理解、実践出来るようにする。


